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1．はじめに 

  近年、3D の技術が飛躍的に発展し、今では 3D スキャンは誰でもスマホでできる時代となった。

そして農林水産省が「スマートフォン等による三次元データを活用した災害復旧の効率化マニュ

アル（案）」を策定するなど、土木の分野にも浸透しつつある。今回はスキャンアプリ別に比較検

討し、現場で簡易的に使えるアプリとその活用法を模索してみた。 

 

2．スマホの 3D スキャナーについて 

  スマホのみならず、現在の 3D スキャンのスキャン形式は主に 2 種類に分けられる。 

 

 ①Lider（ライダー） 

  光を用いて計測する手法で、いわゆるレーザース

キャンとも言われる技術。光（レーザー光）を射出

し、構造物に当たって跳ね返ってくる時間や角度

を解析することで、構造物の形状や位置を計測

することが出来る。 

図１．Lider イメージ図  

 

 ②フォトグラメトリ 

  写真の情報から３D モデルを作成する技術。測量  

で言うところの写真測量である。 

  対象となる構造物を様々な角度から撮影し、複数

枚の写真の中で共通する特徴点を抽出し、その特

徴点を紐づけることで撮影位置からの距離、角度

などの差分を計算し空間座標に落とし込むことで、

３D 点群データを作成する。 

図２．フォトグラメトリのイメージ図 

 

 スマホにおける Lider とフォトグラメトリはそれぞれに一長一短があり、利用目的によって使い分け

ることができる。 

 Lider はレーザー光を使用することにより、比較的高精度な点群データの作成が可能である一方、

メッシュモデル（平面を組み合わせてできる立体構造。ポリゴンとも言う）で表現する場合にテクス

チャの再現度が低い。つまり、精度は良いが、写真などで見るような見た目がきれいな３D モデルの



作成には不向きということである。 

 一方、フォトグラメトリは Lider とは逆で、データ自体の精度は低いものの、見た目の良い３D モデ

ルデータの作成が得意（テクスチャの再現度が高い）ということである。 

 

3．スキャンアプリの紹介 

  昨今、様々なスキャンアプリが増えているが、iPhone のみ対応のアプリや、有料版のアプリが多

数を占めている印象である。今回は、仕事でもプライベートでも初めての人でも始めやすいよう、 

①iPhone と android 両方に対応 

②ある程度無料でも使える（一部有料）アプリ 

を考慮し、3 つのアプリで検証を行う。 

 

■Scaniverse 

  ポケモン GO で有名な Niantic 社が提供している３D スキャンアプリ。利用は全て無料で、オ

フライン下でも解析可能というのが大きな強み。Lider スキャンが可能

であるが、iPhone12 以降の新型機器のみとなる。しかし、それ以外の

機種でも NoLider スキャンが可能で、カメラを利用して Lider スキャン

と似たような処理を行うというもの。フォトグラメトリとは少し異なる。 

  さらに 2024 年 3 月頃、「3D Gaussian Splatting」（以下 Splat）と

いう特殊な解析手法で“3D 空間そのもの”を再現するというような機能が実装され、同年 6

月には android 版もリリースされた。 

 

 

■Metascan 

  当アプリの特徴は構造物などのモノのスキャンより、空間

生成に特化したスキャンアプリということである。まずスキ

ャン中の画面がカメラ視点と平面（上から見下ろしたよう

な）視点でスキャンした範囲が確認できるため、データ取

得中の取りこぼしがほとんど無い。また、Lider とフォトグラ

メトリの両方に対応しているため、状況に応じて使い分け

ができる汎用性の高さも優れている。 

 

 

 

図 3．スキャン中の画面 

 

 



 ■Luma AI 

    アメリカのサンフランシスコ発のアプリで、生成 AI を利用し

ていることから、上記 2 つのアプリとは少し仕様が異なる。最

大の特徴は、動画や写真さえあれば３D データが作成できる

点である。「フォトグラメトリと同じじゃないか」と思われがちだ

が、フォトグラメトリは写真のラップ率（重なり具合）など、フォ

トグラメトリの仕様に適した撮影が必要となる。一方 Luma 

AI ではスマホだけでなく、デジカメなどの過去に撮影した動

画なども解析可能で、データから AI が自動で 3D 空間を

生成してくれる。また、Luma AI 専用の 3D ビューワーは

URL を共有することで、アプリを持っていない人でもビューワ

上で 3D モデルを共有できる。 

図 4．Luma AI で作成した花 

 

4．比較検証 

    今回は、上記 3 つのアプリでできるスキャン形式にて、同様の空間をスキャンし、3D データ

の見た目、精度を検証する。比較項目は下記とした。 

  ・Scaniverse…Lider と Splat の 2 形式（iPad と android 両方で検証） 

  ・Metascan  …Lider とフォトグラメトリの 2 形式（iPad のみ） 

  ・Luma AI   …android で撮影した動画  

 

 〇検証場所 

  アスレチックルーム前の擁壁 

 〇精度検証方法 

  擁壁に設置した 2ｍポールと擁壁の

高さの実寸法と、3Ｄデータ上で計測

した同箇所との誤差を計測する。 

 

 

 

 

図 5．検証場所 



 

図 6．2ｍポール（200cm）                 図 7．擁壁高さ（64cm） 

 

5．結果 

 5-1．見た目 

  ①Scaniverse 

   

                図 8.Lider                              図 9.Splat 

  

  Lider に比べ Splat は空間を 3Ｄスキャンしているため、奥の住宅までデータが作られてい

る。また、Splat は樹木の枝や葉っぱなどの細かな部分の再現性も高いため、見た目のきれい

さでは Splat が優れているように見える。しかし、空間を再現することから、必要以上の範囲も

スキャンし、その分データの隅の部分にもゴミデータが多く残る。 

 

  



  ②Metascan 

   
              図 10.Lider                       図 11.フォトグラメトリ 

 

2 つともデータの出来が似ているように見えるが、2m ポールの部分をよく見ると、Lider は

ポールがつぶれているのに対し、フォトグラメトリはポールの形を保ったまま再現されている。そ

のほかの部分でも Lider は擁壁の形がややふにゃふにゃと歪んでいたりするため、テクスチャ

の再現性の低さが確認できる。 

 

③Luma AI 

 
図 12.Luma AI 

 

  Luma AI のモデルは、Scanniverse の Splat とかなり似たようなモデルとなっている。これは

Luma AI と Splat の解析の計算方法がかなり似ているためにこのような結果となる。動画撮

影時に、3D にしたい箇所を重点的にあらゆる角度から撮影することで、図のような鮮明な表

現が可能となる。一方、Splat と同様に、あまり動画で写らなかった個所についてはゴミデータ



が多くなる。 

 

 5-2．精度 

  各種データで 2m ポール、擁壁高さを計測し、誤差を表にまとめた。 

表 1．各データの誤差 

 
 

  Scaniverse、Metascan 共に Lider が高精度となった。前半で述べた Lider の特徴の通

り、テクスチャの再現性が低いが、データ自体の精度が高いことが確認できた。 

Splat の精度も比較的高いが、垂直距離（擁壁高さ）で誤差があることが伺える。 

 LumaAI についてはかなりの誤差が発生していることから、完全に見た目特化での運用が

望ましいと言える。 

 

6．まとめ 

 今回の検証を考察すると、実際の３D データ上で距離や角度などの測定といった活用であれば

Lider、点検業務での亀裂や腐食位置の確認、現場の状況保存といった目視にこだわったデー

タであればフォトグラメトリと、用途によって使い分けが必要であることがよく分かった。また

Luma AI は素材が動画データであることから汎用性が高そうに見えるが、あくまでも見た目だ

けの運用が好ましい。 

 しかし取得した各種データは、点群、3D モデルと様々な形式での出力が可能であるため、他の

ソフトとの組み合わせにより精度の向上、別データとの組み合わせなどの活用も可能である。ぜ

ひ現場や趣味で手軽に扱えるようになった 3D スキャンの実力を、皆さんにも体験して活用して

いただけたら本望である。 

 

参考 HP 

・【非公式】Scaniverse の使い方全てまとめました【iPhone 3D スキャン】 

. https://note.com/iwamah1/n/nc8a5427157ef 

評 価

精 度

Lider −0.1cm −0.1cm ◎

splat −0.2cm −0.5cm 〇

Lider −0.3cm −0.1cm ◎

フォトグラメトリ −35.0cm −12.3cm ×

Lider −0.1cm −0.6cm 〇

splat +0.1cm +0.5cm 〇

Luma AI NeRF +85.0cm +28.3cm ×

デバイス アプリ スキャン形式
水平誤差

（2mポール(200cm)
と比較）

垂直誤差
（擁壁高さ64cmと比較）

iPad

android

Scaniverse

Metascan

Scaniverse

https://note.com/iwamah1/n/nc8a5427157ef

